
 
公益財団法人新潟県交通遺児基金 令和７年度事業報告 

 
 
Ⅰ 理事会の開催 
  
１ 第１回理事会 

 （１）日時   決議の省略の方法 
（２）理事会の決議があったものとみなされた日 令和７年５月１５日（木） 

 （３）議題   ・業務執行理事の選定について 
 
２ 第２回理事会 

 （１）日時   令和７年６月１０日（火） 午後２時 
 （２）議題   ・令和６年度事業報告について 
         ・令和６年度収支決算について 
         ・定時評議員会の招集について 
 
 ３ 第３回理事会 

 （１）開催方法 決議の省略の方法 
 （２）理事会の決議があったものとみなされた日 令和７年７月１５日（火） 
 （３）議題   ・副理事長の選定について  
 
４ 第４回理事会 

 （１）日時   令和８年３月２４日（火）午後２時３０分 
 （２）議題   ・公益充実資金の積立について 

・令和８年度事業計画について 
         ・令和８年度収支予算について 
         ・臨時評議員会の招集について 
 
Ⅱ 評議員会の開催 
 
 １ 第１回評議員会 

 （１）開催方法 決議の省略の方法 
 （２）評議員会の決議があったものとみなされた日 令和７年６月２５日（水） 
 （３）議題    ・令和６年度収支決算について 

・評議員及び理事の選任について 
 
 ２ 第２回評議員会 

 （１）開催方法 決議の省略の方法 
 （２）評議員会の決議があったものとみなされた日 令和７年８月２２日（金） 
 （３）議題   ・理事の選任について  
 
 ３ 第３回評議員会 

 （１）開催方法 決議の省略の方法 
 （２）評議員会の決議があったものとみなされた日 令和８年３月３０日（月） 
 （３）議題   ・公益充実資金の積立について 

・令和８年度事業計画について 
         ・令和８年度収支予算について 
         ・評議員の選任について 



Ⅲ 事業の実施状況 

  

１ 交通遺児等に対する奨学金の給付 

 （１）見舞一時金給付事業（随時受付・給付） 
    １８歳以下で交通遺児等になった者に見舞一時金を給付した。 
      給付額 １人 １００，０００円  ８人 
  
 （２）入学祝金給付事業（５月） 
    小学校及び中学校に入学した児童・生徒に入学祝金を給付した。 
      給付額 １人  ５０，０００円 小学校入学   ５人   
                      中学校入学   ３人 
 （３）卒業祝金給付事業（５月） 
    中学校及び高等学校を卒業した生徒に卒業祝金を給付した。 
      給付額 １人 １００，０００円 中学校卒業   ８人 
                      高等学校卒業 １３人 
 
 （４）図書カード贈呈事業（１２月） 
    乳幼児並びに小学校、中学校及び高等学校に在学する児童･生徒に図書カードを贈呈し

た。（対象：令和７年１０月１日現在の交通遺児等） 
       

乳幼児 １０，０００円 ５人 
小学生 １５，０００円 ２３人 
中学生 ２０，０００円 １４人 
高校生 ２５，０００円 ２２人 
  ６４人 

  
 （５）芸術鑑賞等助成事業 
    遺児及び同伴した保護者等が支払ったコンサート、映画等の入場料等の一部を助成した。 
      助成額 交通遺児等１人につき５，０００円を上限 ２４人 
 
 
２ 交通遺児等に対する激励事業（夏休み２DAYSふれあいツアー） 

   交通遺児等及びその家族を対象にレクリエーション事業を実施した。 
 
・実施日：令和７年８月９日（土）～８月１０日（日） 
・目的地：東京ディズニーリゾート（千葉県） 
・行程等：東京ディズニーランド、東京ディズニーシー 

   ・参加者：２０世帯５２人 
 
 

３ 交通安全推進事業 

新潟デザイン専門学校の学生と連携し、交通安全啓発動画及び動画視聴用ＱＲコードを印

刷した啓発カードを製作し、県内の高校３年生（約１７，０００人）等へ配布した。 
動画及び啓発カードの制作にあたっては、主な対象としている高校生の関心や共感を得ら

れる内容となるよう工夫した。 
 

 

 

 



４ その他の事業 

 （１）機関紙「きぼう」の発行（２月） 
    交通遺児家庭、市町村、学校、寄附者等に配付した。 

２，１００部印刷 
 

 （２）感謝状の贈呈（７月） 
    感謝状贈呈基準（平成１４年９月制定）に基づき、令和６年度中に多額の寄附をした５

個人、４団体に対し、感謝状を贈呈した。 
 
 （３）ホームページ等による支援事業等の情報提供 
    他機関が行っている交通遺児に対する支援事業や、県内の心の相談窓口等をホームペー

ジで紹介した。 

 


